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il Credit Foncier Egyptien 















ジプト最初の銀行といわれている Bankof Egypt 
（外国系， 1856年創立〕は1911年に，また1887年創
立の Cassadi Sconto e di Risparminも1907年
におのおの破産している。あるいは1902年エジ f
ト政府と NationalBank of Egypt のノミックで設








諸銀行の中でも 1880年創立の Cr:¥ditFoncier 
Egyptien （フランス系，不動産銀行以下 C.F. E.と
省略〕， 1898年設立の NationalBank of Egypt 
(1'ギリス系，商業銀行，発券銀行で196L年l}Jに・部改
組1され CentralBank of Egyptとなる。以ド N B. E. 










































したカt リて上記3行を位置－ ; ,t，金融！？り側面，
人的側聞から分析するよろにつとめたJ








Bank of Egypt ( 1ド央銀行L〕に法律上正式になサ
f二C'）は， lιl6l年 lHのことであら。 N.B.E.いそ
のことにより単なる商業銀行となった。


















































そして N.B. E.の全史を通じて 一般預金は






離 C1¥L A. Rifaatは逆仁両部門の日IJ;'-Jk絶対的な独立



































































N. B. E.は1898年 6月に Ern巴stCass巴I（イギ
リス人，［人，ドン{iii)がM万ポンド (1松I()ポンド），
C. M. Salvago （ギリシア人，アレキサンドリア在il:)



















引ンド 1）アの豪商は， C F.Eーや SocieteG6n6-













い。すなわち FelixSuares, Constantin Salvago, 
Raphael Suar同， JosephAghion, E. Benachi, C. 
Beyerle, Vincent Caillard, Maurice von Cattaui, 
Jacqu出 deMenasc己， CarlMeyer, Boghos Nu-
bar （アノレメニア人）， W. Pelizaeus, Ambroise Ra!-

















mαl Ziwcr, Aly Maher, Aly Shamsy, Hafez 
A制等の政・財界の重要人物が， J:)型事の職につU、
た。
しかしながら， N.B. E. は19,10年までわzン
ドン委員会」の影響下にあった。そのうえ総裁お
よび副総裁は， 1948年に MohamedAmin Fikry 
が登場するまで，創包以来全部イギリス人であっ











イギリス植民地支配の一環として X B. E. 山総
裁！；＼えらばれているものと，巴われる。















(il' 1 ) Rifaat、M A., The Mondary system of 
Egypt (London, c;eorge Allen & Unwin, 1935), P. 
1 l. 
w三2) 「ロンドン・'!i員会」 l士3人のイギリス人に




λアational Bank of Egyj>t 1898-1948 (Cairo, 
1948), p. 18. 
（注3) Dictionary of National Bi昭 raphy,
supplement 1901-1911 (London, Oxford Univ. Press, 
1961）目
Ci-l: 4 ) Owen, R口氏。r,“The Influence of Lord 
Cromer's Indian Experience on 11ritish Policy in 
Egypt 188:1-1907，＇’ St. Antony’s, T'lφ・ers No. 17., 
Middle Eastem Affairs, No. 4 (London, Oxford 
Uniマ.Pre泊， l'lG5),pp. 109～J:l9. 
（注5) Owen, Roger.“Lord Cromer and the De-
velopment of Egyptian Industry 1883～1907，＇’A1iddle 





















較してみると普通預会にJ;v、て N B. E.の位置
にかなりせまるところにきている。しかもミスノレ






















はつかめない。同行は SocieteMisr pour la Fila-










































ものは有一通fl~金をはじめとする頂余であろう o fj jJI):しその利益率が｝干しく明大したのは1¥)<l()ifi;で
通預金のM，ひはミスル銀行J>S：歴史を江主じて皆し め， ＞tこ。しかしながらl!i:!lfFの政ilfを教，；Jilにして
1い0 Sociじ1じ.＼li日 I〕リurla Filature et le Tissage 新況の工業投官itミスノL・し -'3ン、ぬれにt己主；Iisr








行中の国民；fl・pltiの達成を助けと与ことを可能にする 期以:i'c:i土1じ？？とし、ふ 0 1%7年に普通預f訟は t:)i］立11~＇
水準（こ到J主しうる。われわれはこE ジブ’ト担のij＼~1\/, の287倍；こ達した。




なし、」 ω：〕以との土うな庁長の也とにミス1しtH て許しく filびてし、る。こJ1A土やはり｜上lt'およびイ
行の資本金.j.;.~；♂ －m:ti土明大した 2 しかしたがら ギリスのi¥x争¥Jl:＇＇投資されたのであんうかじまた






















そのような機会をか！ってきたj<lt2〕と M A. Rifaat 
に語ったのを想起すれば十分である。











1り'.c:'.c:年 8J Imprimc1 ie Misr 













pour le Theatre et le Cinema 
pour le Tranぉpmtet la Navigatiりn
pour le Tissa日ede la Soi巴
pour !es Pechcrics 
pour la Filaturl' et le Ti市 立ge
pour le Lin 
l):1（）年4J II pout I宅Exportationdu Coton 
l(l'.12年5J ¥Iisr Airline,; 
か 10月 Societepour la Vente des Produits Egyptiem 
］り＇.＼ 1年 lJ Societe ¥ 1i討rde .''Javigation Maritime 
1 1 " pour le Tanna伴 h et l'lndustrie du Cuir (1949年の閉鎖徒に Egyptienne)
I I I cl’Assurances (Generales) 
I lO月！＼lisrShipping 
1935年7月 Soci己tるdesAutobus du Caire 
1937年4月 1 Misr des Tabacs et Cigarette日
l):-:¥8年 9J l¥lisr B己idaDyers 










／ pour l'Jndustrie et le Commerce des Huiles 
!I Pharmaceutique 
/! pour la Rayonne 
1955年5月 MisrHotels Co. 
1956年3月 Societ己MisrLaitiere et Alimentaire 
1り62年10月 MisrSbebin el・KomSpinning & Weaving Co. 
9 
1971100012.TIF
ご＜＇J；モ／小 l仰心＇ i'・ ＇.；凡打 ih'U二f仁；.：，丸山口t止Fon-
ci '-rL' cl' E叫 l〕lじも：スル・ゲル与 J こ－Wt古に市J妄
t; I羽itにあ，／こ：n :i 'o 
よと v＇） ワえ：ス，， J'JH一fが店i]J',::_ ！二.hけvε（上な L、心
J古.(1由；（＇fしてい；；， iミthtj；び）Jil :; －とふる汁 1'., こ
ノi：、νI）」計介：1'.it l <110,1 iにど τjHrl'I口： l々 td打｝、j、iを
: -(j1J :r .--~ A 1に
'I I :,;,cic:tc Xパlけnaleιle Matibとお Plastiqucs 
l己l l¥larconi Eacli(J Telと只rはいh（‘，1. of E日ypt
:J Is'.礼ktaI トカiciピr&（；と1とrnlede l' I ndustrie 
du I》乱Jlじ「
., E日yptia11( '.hernirnl Tndustriじ円（‘H d,ir口a'-
lノ51 AバtionalCemじIl. 仁札
'.Li E町 ptianlrけ1占：，＿ Steel仁り
、む (;c・ner,t! Juk ドIけduじい （り
ιJ f¥lisr Engineering （＿、け
L :Jミしどび）仏＇J島11'Lf :'12をどの｝与Jli¥H恒三 LC ＇.、」：〉
;I，、不IUJで，／） -~, •）二；／ 1. :' cl）諸ilで・t:ti足、1::1,TJfd;j好i主
主：htレ〉ござ／二,11¥if;/j織企業とは：y／；川、三＇tf ：｛；｝~f1ii1
4し＇），『
村r,1 I ）‘！主•： t T ジf トで指：＇. if,正iiにf1j,'t: ¥: A Iと
肥料二三nーで pわる 3 七として19弓： i.,1, 小（fl)'l,F.'f I,] if 
,) ）役 l託）ji',Jが脱紡織1＼：よ、1i',JL : ，、と！日ぺι｝iJえ
ら／J～ニ，iしんの企業IL、）＇), L i, p ,j f j' C'I本「I-: t /;.
、
' u 
ふ，） i：、え lてみればll/~(J {j 了 j~J ）よ JtJI; ，，、し！日10
{ff＼初Jlij'j（氏自；（主主） ミ＇：， t長rが大！：返大｜圧にHt
tl ＇，した判官芹「凶民産業の合！ J設と！：主クレジノト
（！，組織化， I 〆 －f 卜寸A業銀行計]KUI '/1 5：；土19三7if











こ点） , I ！＇て。
こ ω こと i土 19(ilff に~，］ fr;1;:1壬i fffヒされヰ主下山，＼行
jlて主もそれぞれ各公UI二所），J¥jることとなり，さ
C, iこ1%4年に 5大銀行の校資先がIl＇＞！定され， ミス
, j長fiぴ）投J白点；紡j哉古i：ドr1（ミス J,主Rft占L員
に上うとi与L険守長を i_,（：守t1）に限定されることによ i） 






























よう Lそのすをμ人は，＼limadMidh:11. Yeglien （カ
イロ在住〕， JosephAsian Cattaui （カイ口化社〉，
Mohamed Talaat Harb （カイ口在｛主〉， Abdel 
Az日nel M出 ri( ＇＂＜ ガー／ザ在住）， 1¥ bdel Hamid el-








401hい一・ポ＞ 1：・を出世している｝ イエシァヂ rブ
4；とった夕子 fト・ノ＇ 1L,－／は5()（けた 2000ヱ・ドン
ドの出資を行なっているが，慨して l 人 ~lj たり／ Jl1
~J't加は大きくたい。 ::fiiJ,'.,:i ドiーには仁乙プト長大 ，1 )j也
Mohamed Badrawi Ashur，日町駅lMohamed 
Bad rawi A川Ii=: rは参加してい1(L、ぷ， 1')27{f'.8 

















































さき tこも j止、べたとうにタラアト• r,;l,,プ在任ヰ！
ミスル銀行の経常は上記の 3人とりわけタラアト
．ハルブと～アー 1：＇.スルタン山コン，＿＇，こ 1ーなわ
れていた。 lリ：l9年，／） ff ／アト・，、ルプ（I)jι俸とと
もにミドハト・イェゲ、ンとフアード・スル’ゲンは
行動をともにしたっ iけIO 年代には訂正tfe~ A五，
Abdel Maksud Ahm日d,Ismail Sidky, Aly Emi幽
m・ Yehia町 1%0年代になると Ahmad:¥fohamed 















Misr pour la Filature et le Tissageを創立しそ
の経営の最高責任者に AbdelRahman Hamada 
（注引を起用したことであろう。かれは Societe













最重姿企業 SocieteMisr pour la Filature et le 
Tis出貯においぐタラアト・ノリレブ在任中 1¥1• { 
ェゲン， T ・ハノレブ， F .スノレタンが最高首脳，
A • J－；，・ハンマーグが工場最高責任ti'であった。
1945年には HafezAfifi （ミス／レ銀行総裁〕が社
長， AbdelMaksud Ahmed （同行副総裁）がおlj社
長，，＼ . R・p、＞・？ーダが／i］社長， 1951～52年tf(
A ・M ・アフメッド（同行総裁）が社長， Hassan
Moukht礼rRめ mi(lrijfi'J1j!・j；：）が専務玉県事， A・R・
ハンマーダが同じく専務理事となった。
：と允ト1ociこt：，、 Misrpour la Filat urc et le Ti小
saεe fi口 enCoton Egypticnにおい亡もタラア
ト・ハノレブ、在任中上記のトリオが最高首脳を兼職
して、／：。 194:i年iI・アブィ 7ィがru三A・M・γ
フメ、ソドが副社長制， H• エル・ガンマーyレ Hussein
el・仏 unmalが，y務理事となり， 19ιl～:i2年 Lr[,










Societe Misr pour I’Industrie et le Commerce 
Ⅲ　Credit Foncier Egyptien
1971100015.TIF
de~ 1 uiles i土191;, ;,F：二 il・ア＂／ （ フィうゐi'Lhし
,¥ • 1¥1・ァァ」ノドカサ，＼HU去、 1%1～5＇.！年 LHにII.
二 il ・1／ンブー／しがむjふ専務盟事；こ民恥hamed




〔iI ) .¥lidぃ1-malc:k,1¥1け1ar Fgyj>I; :Hiht山 y
仙 tHfy (',vw York, I,andom Iり山t 1%8), ぃ10令
(.i''.2) I,ifo:it, i¥I. ¥., Thど λ［u11,・taryりヘ｛（＇Ill of 
1,·.~y/>/ o.川 Hi川、 I,cor山人1,1 & l日win,Iり：15),
1'・ 1'18 
( i' ; ) i•I :J(：ノパ・ p tし ソ u l't' i; .',jl ( 
＇・、flり17;I , . ,' '• 日付じl止lei¥lisr l川＇＂ l,:s l<'ol11 aιC討
I I .' J ノ・りノLーブ＇.： 1・，：＇.，う、’ iw 方ぷ！Jlc')
I[ JにlI;,], . レ.:, 刀 fi ノト /; l ’ f、1i'J,',(;l'.'.Hi＇.、iI l. , 1 
/ ,. 
、J 。
(ii：今，1) Jia11f，λlisr wa sha1仏 <1/hu(Cairr,, i¥fr;r 
Bank, 1リ5'.l),p. l l 
（；、ゐ日〕 Inshιf as si11a’at af.ahliyat ・w,z tanυIll 
,lf-tali（川、i1a't11a: uu' ba11h sin,i'l 11isrf. (Cairo, 
Imprirncnい i¥!i日rI lり:29?J:.
(.,h) !;,leeノノ iU12nJt1, i 1・ . , i、jI Jンメir~j
ed llin ＼＇、！ノ ：Lj;U_I）ι：.，.， fりWI係 Z/ ，・，：ノ；1
.'l＇ノミろ Si raj CζJ. I Jin r夕方、茸i jザfic'・ri'i'. ,,!Ji!I952 
;I : lfanq ue cl u Cai re Jと℃じ，＼lidelHamid Siraj 
ed Din '. 2 Jj叫：司 8;; = . ,;': > l♂J :r：ピi三t，ドiん1.;
f主f,-・j1.＇ーな－ i：勺 -,: ) （.；に力l,L ！•で i ~ jノい r ,,ff木τl,
Hi:! l¥' 1+t, .Iよ11、i1flifi':i'Nカιち力 ; ' •J ::, C 
(+ 7〕 !,i J長佼＼『［本山立j( I 5/』（件。央公ぬれ， n
f1145ri), B6～156イ一三。
(i' K〕 1896年 7J:lllIアレ！十，； 1）ーに’｜土
アハ AlじxanぐlriaU: Yictoria （、。le日e, f ，，.リス ，j)




0ソIご C.F. E. ど行時〕はヱ子プト最大の不正1/J産
Hi行である。主 F同行の預金正：iをしら dこてみ上うり








Wiにおし、てじ F Eーのよ上fr'i:J，よ：募額はもしtぺ＇ N.
B. E.や二ス；t-,(fH行のそれとは比較にはふんな
L、υ つ支り！長I也改－革以前の段階において大i也七に





れは似7万7199:i二・ポンド， N B. E のそれは i
f(¥0'.!70JT 1187コ二・ポンド，ミスル長IHi'i土75127)0977
で・ポンドになった。
Jとして銀行の再編成が実砲されC F. E は1961





















L、－） よこしイ可f仁川であんう治、もし＝！ ーロソパc1) I. 
コt；）（準が［［；くそのJ交官のiEうヵイf手1］であれ if it:i！主
[i工 vプト山l也主に i'JJJ けるための i'l.iS ；二見：~； j 
勺PJ!rt1i L士一イこくないはすーであるい三Il世紀初JAii二
C. [, E.山rurut：砕かんミi，： り；：＇j/;' ' t二n;i: J ・-'! 
ノハ c.1, 1 ・.;t 1),: ijt !) ; {r¥( , コージ f ト；主主〆，｝＼t'(.i'L／こ
/) Jうt{j {;I］であ）た〈りであんう Lミ :.-4 Lども（‘ F.
E. しり；li'l：土ヨ一口、ノメとか 1・,J,t；拝，＇： J.t/：字；上fJ＼ぐ，
力 11ム：〉γl I仲ミト，.1T ,;r; 1（司人i主i/;IιヰLt-. )J 
i,. ＜，；，＇いず.／二、川で f・） 7, "; /;' iをr'f,n)jをとえ：， l：方、I,._
;1，パιll)jl, . J < ' Lカ・ L 1fi tr・の）j{;:.＼：－ると短期（1な





／二九TarcclVinじenoL,Emile I¥lino包lト二 J 山、ぐと
G＇）上 ο；二／＇：；え／こんよし、わであん勺か。 C.F l三円
人1YJHJ.iJr/1fと行ご1-・c~， 解 IIJ］できれば上いとほう v
2. 金烈的側面
主iニ C.J<. E. c：口 J,;;fl,]i主機十誌はとのようん：！誌
」主企 t.b ご
士 ！； { , Iこ［，＇＿ ＇，、 fこ ！J•. N. B. E. ＼：》三ス 1Lj;J._[ f i今ぴ〉
jリ（二 klii七 L , ,. I、「J巴；・，；＇l'iUL ／ていけてiu~ 
／；、.， ,': fl  ¥・I)・'. lリt':.J川、よイ，！1]f) i : ／と；1,
., 
J土JCrldit. Lyけnnais•:..:; tじめ土 L '-
Comptoir ;¥ational cl‘Esc、ompte《leParis, B江口ー
que （ドAth,・nes『＞！.D. E. < 1951 ,1・-・1・11守）の仔行合
取っltlHfにL 亡，，，た。したがって（二 I'.E. ：土「多
I4 





そのうえ C.F. E. は泌外に ~j L、ても支店を日立
i,¥tt •I' ,l - 1 ノノ：存地に才51.、て Cr{ditLyonnais 
を；エ Lめとして仁けmp1oirNational d’Escomple 
《leP.ir i討（，：リ）， Soci心i己（;.:,nerale i附 urF.日 付rI
scr le I J:velりいいen】cnlιluCommerceじ1（！《‘ l'I l 
duメtric en France （ノ：リ），ト-ioci(teC；己neralcde 
Cr心clitlndustricl et C《immerci日］（パリ）， Banqu日
《le Paris el des Pays・ Bas （ジコネーブお七びアム
てテノレクム）， Banque Commerciale de Ritle （パ
← I",,), Crt'.,dit Sui出 巳 ('1ーザン.J.), Sociこ1,:
Fr,11<,;ai,-,c de Danque et de f)_;p/'lis （ソラッヒJt.-)
＇：~：：一円満1'H(f を窓口にしーて；人 I Iの資金Ii.:あつめてL、
たυ 二jcf J FGO"F i ＼；あと：，.、は4o{F1に全i邑じてほと
んど変化し亡しイい、。
t／こ（二上1. E. O>l'Jl:<t2:Lt N. B. E.ぺ＇：えル銀
行というい〉て社債を募集すると L、う l[；をと J ' ／ム予






).'l; L Iここどん・なかったと L、う事ゴヨ土ヱジ 7。ト農業
J; .L 'J、！地'5:ttti () :i-t守tとL／：こly代Ii二I !J:lO{jイに（／）
1'1i'I'：心L‘t・c1允＇.、たこと全 dむ！攻、して L、とらし，，だf,t
！.（＂、た ;t,，ご）!J、巴











｛也 }j（二 F.E. t士官価証券への投資をも積極的
に行なっといる。それは二つのザイクルを形成し




さて仁 F E. ftいっ丈こし、ど J)上うにして資金




」.）は？｛； I次大戦q，の19Hi年頃かん l＼ロコ』 r 、も -r、 vv 屯）" ct ！一節 ll二u山11{山、jH｛、t(i，伐r:':je〕直11,Jft, 








;r ＇.？のサ fケルのll始される前段階の1930年代it 
寸ジ〆トiiHJ'i, Crc・dit I Iypけthe仁；1ir巳 J¥記ricol日《i、

















！）、心 l~)11！＇＜「ムト「， L泊込子J己f二i占！↓十Jう斗ないh・:-:it＼二 i仁
ると j「j、＿q今桁l.1、／） t二j也tflf一討ミf、ti'H、tn長J1,・







i i'j t01i的機能cT）材、続をも立n｝ごしてL、；：〉 υ つtIJ J<U:l 
,¥:, （‘.airυEk:clric K1ilw孔y討 ιindI fclio1》り！日（）；十
附日 Co.の？上 fl'L Son心t己Immοbiliをr巳 l'vlasrel 
Guedidaの株式さらに1960年にはL、るとりevelop 
ment & Popular 1-fousin只 Co.の株式， Soci」t己






•！こんみ令i山：Wfl士ifふう二と ／）:J[,,:;1; f二少t.i< t仁

















































des Sucreries et de la Raffineric d'Eどypteの

















Banque de l’Indochine, Societe Indochinoise de 
Plantations d’Heveas, Credit Foncier de l'Indo-
chinじの総裁， Cheminsde R、rde l'Indochinc 




ても同行のみならず CompagnieUniverselle du 
おわりに
1971100019.TIF











N. H. E のiI J者を主主吟［葎に入れて大いに発展
を図ろうとした。
しかしながら19:-m年代の衰退期にはいるや，イ
ンド J ナ経小；t：も深い経験をつん； E. Mim刷会
経営陣に入h，，フランスの権益を維持しようとし
たものと思才）れる。
（出 l〕 Baer,Gabri日1,A History of Landown-
ership in Modern Egypt 1800-1950 (London, Oxford 
l Ti〕iv Pr田 S, ［＜川ゴ）， pp. JO（）～101. 
( l主2〕 Bouvier,J., Le Credit Lyonnais de 1863 
a 1882 (Paris, Imprimeri日＇.＼！ ationale,1961), Vol. 1, 
p.4f-1:1 
(f. 3〕 l¥Tai ache, Kamel A, Etu必 economique
et critique des instruments de circulation et des 
institutions de credit en Egypte (Paris，ドresses
lTnivL:rsi飽ir出山 France,1930), p. :l,1-1 
Ci主4) Bouvier, p. 483. 
お わ；］に
本山告はlHtil44年度， 4;'i年度の1,tj年度にわた 7
てhit.われた I，－＿ジプト組行史j研究の要素〔jとも
し、えるものである。事実関係においても前報告に
お
要約の仕方にももちろん問題はあるが，銀行史と
社会経済史との山係にJ山、ては省、l~if した部ノけが多
い。もともと両者の関連は日本におけるような理
論的にも実証的にも著しく進捗した形は望みうべ
くもなし＇ c 玄たかたり詳細な資料を付子るつもり
であったが，紙数の制約もありそれも一切省略す
ることtこした。もしも資料tこっし、て参考にされた
い方はアジア経済研究所，所内資料「エジプト銀
行史J（ぞの I，その2〕を参照して下されば幸甚
である。
本報告が従来の研究よりいささか目新しいもの
があるとすればこれら 3行の人的側面について若
干調べることができたことであろう。しかしなが
よ〉筆者の未熟さとt’1斗不備のためはなはど不満足
のものにたってしtったが，これをもって一応責
をふさぐことにしたい。
（調託研究部〉
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